




東京女子医科大学挙会 第闘圓総会

藏時 平成６年§ 印 蝸 （土）

会場 弥生記念講堂

縛別議穣 ｒ麟癌⑳外稽駒瀦霧１コ

消他霧外麟学教授 羽生當圭表

寵慈講潔 ｒ藻寮戴予 懸籍爽挙挙嚢 劔 奪⑳鐘務」

團書館長 欄／１１ 英三 伺蜜） 副会長 金簿 貸麟
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シン諜夢ウ炎 Ｆ商麟讃⑳等繍一

（詞 斜 第一外稗学教授 新蟹 澄鄭

麻醗科学教授 鈴木 英弘

継紳縫外科学講鰯 割一１ 達抱

第…外科学駒教援 太賢 恭亙 猶環器外麟学講鰯 函鎖 篤

瀞 躍 外蒋学講鰯 喜多材鰐一 第二外科学鈎教授 亀嗣 信彊

泌尿盤科学駒教授 申派 遼椥 蕨酔科学鉤教授 ／１虞困羨和子
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王３７

学術構報

轍３回挙内病理談謡会

蟹 縛：乎成６ 隼１蝸 １２蘭 （土） 牛後王１⑰⑰～

会 場：聯央校舎１階 祭議蜜

開妻の灘 笠盛 減 （第二溝劃

塵長 橋本椀景 （消他欝顯醐

玉
．
胃 蔓護一Ｆ争こ菱萎妻匿 し 楚 ｅ夢責室養ｅ互ｃ量遜 亘ｅ…ｏ搬ｙｏｍ ａ （ｌｅｉｏｎ｝ｙｏｂｌａｓｔｏｍａ） の １穆噌

石山 茂・ 醐１腰蟻・鍾島 戴 く第二病理）

２． Ｃ塑肝炎１こ棚ラる麹鰹接着分子の発現に関する免疫組織学的検討

谷 合 麻 紀 子 ・ 橋 本 鋭 子 ・ 肴 魔 圭 子 ・ 石 黒 輿 子 ・

林 直諒 （消他欝病センター肉科）

３
．
幼 着 巨 核 球 を 主 体 と し 淀 搬ｙｅ１ｃｄｙｓｐｉａｓｔｉｃ ｓｙｎｄｒｏｍｅ （Ｍ ＤＳ） 様 の

骨 髄所見を塁 し淀蔦慶斑小板減沙のユ例

番 場 彩 子 ・ 四 条 激 慈 ・ｌ１ 腕 喜 代 隆 ・ 藤 野 智 子 ・

安ぬ雅子・詫摩戴英。森 濃繊 燦 二療饒肉稗 醐

禍溺禿彦 鱗二溝饒溝院構麗泰導）

座簾 蟻翻濠簿 燦二療麗）

堪． 繕核登禽餅し怒琢下綴 の彰斧ン騒蕩の１例

ぬ崎花くみ・曹際綾灘 砺 勢哲爽 （琢録鰯暇科）

５． 爾鰯顎γ麟騒騰を示し稔篠 馳婁例の組織学約検討

畜原俊雄・山騎花くみ・水答陽江。織鰯 慈・蕎薄哲爽 （算轟鰯篠科）

６． Ｑ鰹綴乎上慶 繍こ捌 鳩 繭３， 鵬 脚０， Ｋｉ－６７の発螺に関する免疫纏織他学駒穣講

丸 弼 靖 史 ・ 穣 尾 慈 葵 矛 ・ 安 嬢 響 簿 ・ 桑 澱 隆 構 ・

三富慶邦・蔑肉秀構 （鑑稗８鰹外稗）

小稼複灘 く第一病理）

塵長 豊畷智塁 く第一病翻

７、 糖尿病と愈管⑳かかお姿一心筋肉細小血管について一

金田良夫・豊困響璽・小赫糧麓 （第一痛塑）

８． 心 移 櫨 後， 拒 絶 反 触 こ 対 す る 蛇ｓｃｕｅ 効 果 に 関 す る 病 理 組 織 学 的 検 討

小 昆 山 秀 一 ・ 八 蘭 兇 弘 ・ 野 々 凶 真 構 。 星 浩 椿 ・ 前 蟹 鯛 大 ・

金予原牽宏・華山慶二・斉藤 聡・小棚 仁 （心駁循環器外蒋）

９． 下墨鉢騒蕩⑳病襲学駒鍵講

欄羽禿彦 （第二癒院病院繍襲科）

ぬ傘昌畷 （第二療駿滋櫛緩外穰）

爽保録隻 徽紳緩外瀞）

ヱ⑪． 醐蟻没 （総残発鳶不金） を総鑑

藤林藁灘繁・灘上級衆 繍 饒繍耀 榊

轡下兇利・聯林湿灘 （母予総舎蟹療妓ンター１

座畏 麟緑糞灘矛 １痛院糖灘輯）

＿ ２８７一



１３８

１１
１
腎 癌 の 非 癌 部 に お け る ｓｔｅｒｏｉｄ ｓｕ 陥ｔａｓｅ の 発 現 に つ い て

一 組 織 化 学 お よ びｉｎｓ１ｔｕｈｙｂｒｉｄｉｚａｔ１㎝ に よ る 検 討 一

醐１１ 恵 ・ 中 沢 倶 子 ・ 相 川 英 三 （解音ヨ学 ・ 発 生 生 物 学）

西村英樹・東間 紘 （腎臓総合医療センター）

１２
．
Ｒｅｎａ互 ｓａｒｃｏ ｍ ａ

白 柳 慶 之 ・ 鬼 塚 史 朗 ・ 伊 藤 文 夫 ・ 前 田 佳 子 ・

大 島 直 ・ 木 原 健 ・ 中 沢 速 和 ・ 東 間 紘 （泌 尿 器 科）

１３． 腎 糸 球 体 内 マ ク ロ フ ァ ー ジ 浸 潤 か ら み た 小 児 期 紫 斑 病 性 腎 炎 の 検 討

木 ノ 上 啓 子 ・ 厳 部 元 史 ・ 松 永 明 ・１ 旧 洋 ・

伊藤克己 （腎センター小児科）

堀 田 茂 ・ 中 山 英 普 ・ 川 島 真 由 子 （腎 セ ン タ ー 病 理 徴 査 室）

１４
．
ＩｇＡ 腎 症 に お け る 糸 球 体 内 ＰＤＧＦ 受 容 体 発 現 と ス テ ロ イ ド 治 療 の 関 係

内 藤 隆 ・ 大 図 弘 之 ・ 新 田 孝 作 ・ 湯 械 和 子 ・ 二 瓶 宏 （第 四 内 科）

座長 久保長生 （脳神経外科）

１５
．
Ｄｙｓｅｍｂｒｙｏｐｌａｓ乞ｉｃ ｎｅリｒｏｅｐ 愉 ｅｌｉ凄１ｔｕｍｏｒ （Ｄ Ｎ Ｔ） と そ の 類 似 疾 患 に つ い て

久 保 長 生 ・ 嶋 田 幸 恵 ・ 田 鹿 安 彦 ・ 日 山 樽 文 ・ 高 倉 公 朋 （脳 神 経 外 科）

至６． 福 山 型 先 天 性 筋 ジ ス ト ロ フ ィ ー の 胎 兜 剖 検 例 ： 胎 齢２０週 に お け る 大 脳 病 変

凶 本 智 子 ・ 小 森 隆 司 ・ 柴 田 亮 行 ・ 豊 田 智 里 ・ 小 林 糧 雄 （第 一 病 翻

近藤恵理・斉藤カ日代子・大澤真木子 （小児移）

！７． 筋 萎 縮 性 側 索 硬 化 症 の 脊
髄 前 角 に お け る シ ナ プ ス の 変 化 に つ い て

佐 々 木 彰 一 ・ 谷 田 部 可 奈 ・ 近 藤 裕 美 ・ 堀 場 恵 ・

岩田 誠 （神経内科）

閉会の辞 西川俊郎 （第二病理学）

１． 費
壁 下 に 懸 垂 し た ｅｐ 舳 ｅｌｏｉｄ １ｅｉｏｍｙｏ㎜ａ

（亘ｅｉｏｍｙｏｂ１鵬ｔｏｍａ） の １ 例

（第二病理） 石山 茂・池田郁雄・

西 川 俊 郎 ・ 笠 葛 武

症 例 は８２歳 の 男 性 で， 胆 石 ・ 胆 嚢 炎 の た め 手 術 目 的

で入院した． 魍摘術中に胃体下部前壁犬弩寄りに胃壁

外 性， 有 茎 性 に 発 育 し た 腫 瘤 （大 き さ３．５ｘ４．５ｘ至．５

ｃｍ， 重 量２０ｇ）を 発 見 し 切 除 術 を 施 行 し た． 組 織 学 的 に

は腫瘤には類円形ないし多角形の腫瘍細胞の充実性で

上皮様配列を示す増殖カ書みられ，
一部に紡錘型の腫瘍

細 胞 も 認 め ら れ た． 核 分 裂 の
頻 度 は 低 く （ｍ１ｔｏｔ１Ｃ

ｉｎｄｅｘ ２－３），
低 悪 性 度 な ｅｐｉｔｈｅｌｏｉｄｌｅｉｏｍｙｏｂｌａｓｔｏｍａ

と 考 え ら れ た
．
免 疫 組 織 学 的 に は Ｖ１ｍｅｎｔｉｎ， ｍｙｏ－

ｇｌｏｂ１ｎ 那 陽 性 で， α一ｓｍｏｏ
ｔｈ ｍｕｓｃ１ｅ ａｃｔｉｎ，

ｄｅｓｍ１ｎ，

Ｓ－１００タ ン パ ク は 陰 性 で あ っ た． こ れ ら の 所 見 は 通 常 の

平滑筋腫と形態と性状が異なるもので細胞起源に論議

淡 多 い． 平 滑 筋 細 胞 の ａｂｅｒｒａｎｔ 漆 分 化 に す る と す る

Ｅｎｚｉ㎎ｅｒ ら の 説 を 否 定 し 乏 な い． ま た， こ の 腫 瘍 で は

臨床症状は潜在しかつ内視鏡的にも見出ぜないこと淡

多 い こ と カミあ り，
ま 花
，
再 発 す る こ と が あ る

．

２
．
Ｃ型慢性肝炎における細胞接着努子の発現に関

する免疫組織学的検討

（消化器内科） 谷合麻紀子・橋本悦子・

青 鹿 圭 子 ・ 石 黒 典 子 ・ 林 直 諒

（目的〕 細胞接着分子のＣ 型慢性肝炎肝組織内での

発 瑚こついて免疫組織学的手法を用いて検討した．

〔対 象 と 方 法〕互ＦＮ 治 療 を 施 行 し た Ｃ 型 慢 性 肝 炎 で，

治 療 前雀５例， 治 療 後２⑪例 （
ＩＦＮ 治 療 効 果 ： 著 効 ９ 例，

有効６例， 無効５例） から針生検にて得られた肝組織

を 無 固 定 凍 結， 薄 切 後 ア セ ト ン 固 定 し， ｉ娩 ｒＣｅｌｌｕ１ａｒ

ａｄｈｅｓ呈ｏｎ ｍｏｌｅｃｕｌｅ （玉Ｃ Ａ Ｍ）一１，
ｌｙｍｐｈｏｃｙｔｅ－ｆｕｎｃ乞ｉｏｎ

ａｓｓｏｃｉａｔｅｄ ａ 鮒 ｇｅｎ（ＬＦＡ）一１，
ＣＤ 刎 に 対 す る マ ウ ス モ

ノクローナル抗体を一次抗体として酵素抗体問接法に

て 免 疫 染 色 を 行 っ た．

〔結 果〕ＩＦＮ 治 療 前， ＩＣＡＭ－！は 劃 こ壊 死・炎 症 部 位

の 肝 細 砲 膜 上 に， ＬＦＡ－１は 浸 潤 リ ン
パ 球 に， ＣＤ些４は 浸

潤 リ ン パ 球 と Ｋｕｐｆｆｅｒ 細 胞 に 発 現 を 認 め た．
ＩＦＮ 治 療

後， 著 効 群 で は こ れ ら の 発 現 は 著 明 に 減 弱 し， 無 効 群

で は 変 化 を 認 め な い 例 が 多 か っ た．

３
．
幼若巨核芽球の出現を主体とじ ＭＤＳ様所見を

＿ ２８８ 一



王４３

雑 報

◎繍築韓馨会

目鱒 乎蔵６年至鯛豆獺 （勘 等後毫騎ぷり

場所 弥錐記 念講蟹飽下愁 妻議蜜

議魑 藻寮女乎蟹騨犬寧雑議鑓藩３縁壷読鰭築審議

綴繁後記

一 昨 年， ぞ し て 膝 隼 と， 賢 泰 人
雛 僅 駒 こ施 駆尋すて 提

囑 し， 概 念 登 確 童 さ 娃 淀 ２ つ の 災 イ プ の 筋 ジ ス ト 鶯

ソイ 山 淡 分 矛 〉 ベ ル で 鯛 蔭 洲 こ漆 つ て 慧 花． 鶏 ユ は，

欄閉型施爽健筋ジスト繊クイー㌘鳶轡， 奉繋綴顯簿夫

名欝教授洲 螂 隼１ζ腿 搬級 腕紬父級ｙｏｌａ 湊懸錐

位＆して発讃慈批花． その鐙儀予
淡蓼繋梁鰹 徽乙律荏

するこ ㍑ 湖 勃 蛇 なっ淀。 欝２ぽ慈健駿籍塑餓ジス

ト悦フィーである． 憾篤大学匿学議
三擦翻夫名誉教授

カ§１９４４隼 の 精孝騨牽縫 議１こ竈 載 な さ り， 至鮒６隼１こ 湊 患 繊

念を発表され淀ものである．
繍 繍 滋 泌・う綴漉骨格

蛋自の欠損であること湯蛸 甥し， ㌶番染亀 徽こ遺伝子

カ書局 在 す る こ とあ 湖 ら か１こ な っ 走．

それらの成因が遺伝子レベ伽で簿弱さ扱つつあるの

を， 福 幽， 三 好 雨 名 誉 教 授 は 感 灘 と 誇 り を も っ て 見 つ

め て お ら れ る． 膝 年， 学
会 で 三 擦 名 誉 薮 蟹 と お 会 い し

て， 欄 苦 労 の 謡 を 伺 っ 淀． 豪 湿 ９護遂年 ⑳
糖 紳 櫛 経 誌 の

論文のコピー壷頂戴し， 簿議さ愁てを吹 繊 液． 先生

は， 経 験 さ 椛 淀 筋 ジ ス 奈 湿 フ 劣 一 療 綴 を そ の 蚕
編 の 原

著 論 文 に 護 と め， 捲 稿 し、 愛 後尋ζ 繭 芳 の 繊 場尋こ習 集 さ

れ 花
．
そ の 論 文め 灘 誌 に 掲 載 慈 扱 花 こ 慧 獄， 糟 蹴 こな っ

花収容所で， 慶燭の後難蔓麟泰讐淀 醐ζ
初めて郷っ花

＆ の こ と で 滋 る．

鶴 榊こ関する欝綴な魏載を鈴 繍嚢， 施纏約診断技術

は頼 肋 沌 な鱗々戦後撹代１北 ゆて爽鴬１こ教籔㈱ であ

る、 その表現は臨床像 勧 増 い慧毅簿慧上
鉢らせてお

り， 現 代 の 爾 一 駒 論 文 と 翼 な 簿婁莞縛 カ 秘 あ っ 恕． 私 は

このような優秀塗二人の蟹本の臨床医学の先達の学問

に 対 す る 真 撃 な 姿 を 遠 く，
近 く 拝 箆 レ 心 を 打 淀 れ る．

御二人が築かれ花疾愚の成因意癬 窮さ秘， 振本的な治

療 法カミ確 童 さ れ る こ と を 願 い 池 ・． そ じ て 欄
二 人 の 末

長 い 御 健 康 を お 祈 り す る．

昨年１０月から編集幹事 勧 肢 さ董て島淡 泌・ており

ま す．
よ ろ し く お 願 脳 淡 し 豪 す．

く玉§９５
．
王
．
６，
Ｋ
．
Ｓ
．）
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東京安子医科大掌雑誌投稿規定 （平成５年１月 改訂）

１、
投 稿 は 連 名 者 も 含 め 本 会 会 員 に 限 る． 但 し， 準 会 員

の み で は 投 稿 で き な い．

２、 投 稿 内 容 は 原 薯， 総 説， 臨 床 報 告， 調 査 報 告， な
ど

と す る． い ず れ も 未 発 表 の も の に 限 る．

３． 原 稿 の 採 否， 掲
載 頼 は 編 集 委 員 会 に お い て 決 定 す

る． 受 理 し た 原 稿 は 原 則 と して 返 却 し な い．

｛． 総 説 は 原 則 と し て 編 集 委 員 会 の 依 頼 に よ る も の と

し， そ の 著 者 は 本 会 会 員 に 限 定 し な い、

５． 本 学 会 が 認 定 し た 分 科
会 で 発 表 さ れ た も の は，そ の

抄録を本誌に無料で掲載する． このほか編集委員会

が必要と認めた学術集会の抄録その他に関するもの

は 有 料 で 掲 載 す る こ とカミで き る
．

６． 依 頼 に よ り 年 ２ 回 ま で 臨 時 に 特 別 号 を 発 行 す る こ

と が で き る． 費 用 は 依 頼 者 の 全 額 負 担 と す る．

７． 掲 載 料 は 普 通 紙 で 和 文 は 刷 上 り 原 薯 皇 頁・臨 床 報 告

２ 頁 豪 で 無 料， 超 過 １ 頁 に っ き６，００
０円， 英 文 は 脇 上

り ２ 頁 ま で 無 料， 超 過 １ 頁 に つ き８，
Ｏ００円 ど し， 依 頼

原 稿 は 全 頁 無 料 と す る．

８． 原 則 と し て 毎 月２０日 を ｛ カ 月 先 の 号 の 締 切 と す る．

９． 別 刷 は 実 費 と し，５⑪部 単 位 で 表 紙 に 明 記 す る． 依 頼

原 稿 は５０部 ま で 無 料 と す る．

１０． 校 正 は 初 ・ 再 校 と も 著 者 校 正 を 原 則 と す る． 大 幅

な 改 変 は 認 め な い．

１１． 原 稿 の 書 き 方

１） 原 稿 は 正 １ 部， 副 （コ
ピ ー） １ 部 を 提 出 す る． 但

し 写 真 は 正 と 同 じ も の と す る．

２） 和 文 原 稿 は， Ａ逐判 も し く は Ｂ５判，皇ＯＯ字 詰 め 原 稿

周 紙 に 横 書 き と し， ワ ー プ ロ の 場 合 は， ２０字２０行

を 原 則 と す る． 当 用 漢 字， 現 代 か な づ か い を 用 い

る
．

３） 英 文 原 稿 は ダ ブ ル ス ペ ー ス で タ イ プ す る．

４） 表 紙 に は， 表 題， 所 属， 主 任 ま た は 指 導 者 氏 名（原

著の場倉はその校閲印が必要），
著者氏名（フリガ

ナ）， 英 文 表 題， ロ ー マ 字 著 者 名 （名・姓 の 順， 姓

は 大 文 字〕， 英 文 所 属 を 書 く．

５） 禾口英 論 文 と も， 和 文 の 要 旨（表 題， 所 属， 著 者 氏

名， ８⑪⑪字 以 内） を 添 え る．

６） 和文原薯には原則として英文抄録 （２０⑪語以内〕

を 添 え る
．

英 文 論 文 お よ び 英 文 抄 録 は ｎａｔｉｖｅ ｓｐｅ荻 ｅｒ の

校 闘 を 受 け， そ の サ イ ン を 必 要 と す る．

７） 論 文 の 構 成 は 原 則 と して， 繕 言，対 象 お よ び 方 法，

結 黒 考 察， 結 論， 文 献， 図 表 （各 々 別 紙） と そ

の 一 括 し た 表 題 ・ 説 明 （和 文 論 文 の 場 合 は 和 文 と

す る）， の 煩
と す る

．

８） 図 ・ 写 真 は そ の ま ま 印 刷 で き る 明 瞭 な も の と し，

裏 面 に 番 号， 上 下 を 記 す．

カ ラ ー 写 真 ・ ア ー ト 紙 使 用 は そ の 旨 明 記 し， ト

レ ー ス を 要 す る 場 合 も と も に 実 費 を 徴 収 す る．

９） 度量衡の単位， 記号は国際単位系（ＳＩ）を原則と

す る
．

王ｏ） 専 門 用 語 は 学 会 で 統 一 さ れ た も の を 融 ・， 賂 語

は 初 出 時 に 正 式 用 語 ま た は ス ペ ル を 記 載 す る．

王１） 文 献 は 引 用 順１こ本 文 申 に 肩 付 番 号 を 付 し， 次 の

形 式 で 記 載 す る． 著 者 は ３ 名 ま で 記
載 し， 外 国 人

名 は 姓 名 の 順 と す る． 雑 諸、名 の 略 記 は 医 学 申 央 雑

誌 お よ び Ｉｎｄｅｘ Ｍ ｅｄｉｃｕｓ に 従 う．

１） 州 村 雅 枝， 重 本 六 男， 森 吉 百 合 子 ほ か ： ラ ッ ト

ＣｙＳｔｅａ㎜ｉｎｅ ＋ 二 指 腸 潰 瘍 の 発 生 機 序 に っ い

て
．
東 女 匿 大 誌 ５６：６６８－６７６．

１９８６

２） Ｑ皿ｉ胴ｂｙ ＧＦ，
遇ｏｎｍｉｃｅ Ｃ Ａ，

溜心ｒｎｓｔｅ…１１ ＳＨ ｅｔ

ａｌ： Ａｃｔｉ∀ｅ ｓ ｍ ｏｋ１ｎｇ ｄｅｐｒｅｓｓｅｓ ｐｒｏｓｔａｇ１ａｎ－

ｄｉｎｅ ｓｙｓｔｈｅｓｉｓ１ｎ ｈｕ ｍ ａη ｇａｓｔ更１ｃ ｍ むｃｏｓａ，
Ａ ｍ

Ｉｎｔｅｍ Ｍｅｄ １０４１ ６１６－６１９．
１９８６

３／ 斎 藤 慎 太 郎 ： 甲 状 腺 疾 患． ｐｐ至一
１６， 永 井 書 店，

大 阪 （１９８５）

近） 後藤雄一郎，後
藤由夫編；動脈硬化症の新しい

診 断 と 治 療 医 薬 ジ ャ ー ナ ル 社， 大 阪 （１９８５）

５） 城所良明：神経筋接合の彩成．
「筋発生の細胞

生 物 学」（小 沢 英 二 郎， 嶋 田 裕， 真 崎 知 生 編），

ｐｐ ２５９－２８２， 学 会 出
版 セ ンタ ー， 東 京 （至９８３）

６） Ｓｗａｉｍ訊皿 ＫＦ，
Ａｓｈｗａｌ Ｓ： Ｍ ＥＰ 小 児 神 経 病

ケ ー ス ス タ デ ィ，逐６例 の 研 修．（福 山 幸 夫 監 訳），

医 学 書 院， 東 京 （互９８０）

７） Ｋａｈｎ Ｃ Ｒ
，
Ｒｏｔｈ Ｊ１ 互ｎｓｕｌｉｎ ｒｅｃｅＰｔｏｒｓ ｉｎ

ｄｅｓｅａｓｅ ｓｔ劃ｔｅｓ．
肋 圓 Ｏｒ ｍ ｏｎｅ・Ｒ ｅｃｅｐｔｏｒ

Ｉ篶ｔｅｒａｃｔｉｏｎ （ＬｅＹｙ ＧＳ ｅｄ） ＰＰ １－２９，
Ｍａｒｃｅ－

Ｄｅｋｋｅｒ，
Ｎｅｗ Ｙｏｒｋ （１９８１）

１２． 本 誌 の 投 稿， 編 集， 印 刷 に 関 す る 問 い 合 せ 等 は，

す べ て 下 記 宛 て と す る．

東京女子医科大学学会編集会

〒１６２ 集 京 都 新 宿 区 河 田 町 ８－／

電 話 ０３－３３５３－８ ｍ 内 線 ２２３１４

ＦＡＸ ０３－５２６９山７４０３
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